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降誕節

日本キリス ト教団

銀 屋 教 会町

報 週
2019年 2月

第8主日
17日

野藁募,こ
「

【2018年度聖句】「わたしは復懸であり、命である」
ヨハネによる福音書 11章 25節

【2018年度標語】「キリス トの命を生きる壼

～定燿集会案内～

○主 褻 礼 拝       日曜轟 午前 11時 30分～

○教会学校 幼小科 。キ高科 日鐵藝 午前 9時 30分～

○聖書研祭 祈祷会     水曜銀 午前 10時 30分～

○夕べの礼拝   第 2、 第4金曜饗 午後 7時 OO分～

○入F弓講座         鑓 時

〒850-0354 長晦市銀屋町 1-5 電話・FAI 参95-823-0667
牧難 竹:≒款一 E―鍵ail:gin諄 _churchOybb.翠e.」p

ホームベージ 競tp:「「w77.giocities.1参たinyattachchurch/
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主 爾礼諄 数第
2輔 9年 2月 17鐵 降誕節第 8主 藝

司式 :曲 盤輝群 奏楽 :藝 異弓

繭  奏

○招  詞

○鑽  詠

○交  読

○凄徒信条

○主の祈 り

○裁 美 歌

聖  書

ルカによる額音書 8章 4

(新緯 :p壼 8)

祷祈

      241美 歌○讃

「種まく入星教議

イザヤ書 55章 1

1-543
諸編 147編 1～

(1日 藤む :p987}
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○ の諄がついた部分ではお立ちいただきますが、

立つことの難 し′い方は座ったままで結構です。

嗅「「馨義永I-546」、「苺零漁24」

「使徒信条」、「主の祈鳴などま、

座第に備え付けのものもあります。

導 ださい。

☆「交読」は、一節ずつ

司会者と会衆が、交三に

読みます。

最後舎一節まま全員で

読みます。

☆「讃美歌Jiま、拡大したものも

ござもヽます。ご入馬の方:ま

受付にお申し畿くださしヽ。

★輔 聴器』、「点字聖書」も

ござtヽます。ご入罵分方iま

受付までお華義くださしヽc

☆ネ酵議菫2:審こ:ま、

アメースペースがあ雫ます。

こども参遊び場、礼拝中の授

乳や、くつろぎの場としてお使

いしヽただけます。

☆何か分からない事があ警ました

ら、お気軽まこ受付!こおたずなく

ださか。

◇

　

◇

◇◇◇ 予 定 ◇◇◇

3尾 3羹 〔購} 3薦役員会

3責 10轟 i藝 :なL拝後  写轟鋳薮会鍵全 :
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今 遇 祈 りの

0すべての人:こ キリストの意みと平和が
ありますようにな

◎被災された方々:こ慰録と平安を.

轟々母歩みが守られますように。

③礼拝に出席できなしヽ方をおどえて、
主の意みと平安を。

本 調 の 教 会 学 校

◇幼小科礼拝 (参 :31～ 記念難 lF)
説教 竹萎款一 奏楽 大量しのぶ

◇中高科礼拝 (9:30～ 記念館 2F)
説教 奥野多津子 奏楽 中尾恵美

本 甕 の 礼 拝 当 番

藤澤裕子 伊藤淑子 福島順子

本 豪 の 予 定

◇テ ィータイム ◇聖歌隊練習

◇シオンの集い総会

次週 (2題 24日 》教会学校

◇幼小科 摯中高科全国

説教 奥野政元 奏楽 大着しのぶ

(9:騎～ 記念館 2F)

次邁 (2薦 24議 }主 撻礼拝

舞 誕節第 9主議優

説 教

整 書

交 読

讃美歌

「まるごと受けiLめ るイエス」

竹内款一枚難

ルカによる橿音書

5章 12～ 26節
詩繍 103編 l～ 13筆
514,4 4ら ,484,頌栄 24

【奏楽】直鑢真電子量理式星西 鎮弓

言礼拝当番瑾

藤薄裕子 繭轟恵美 渡部克子
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感諾をもって報告いたします。

次邁 {2月 24日 }札拝後の予定

◇ティータイム ◇聖歌隊練習
◆ 「地域と教会」伝道協議会

14:器～ 羽犬塚教会
「フィリピン社会と教会のはたらきJ

シャル・ガポンリー牧師を迎ええ

司会 :井形和子

i牧響予定]

・18墨 (属 :…藝南地方会と丸燿教区協議会
。19曝 (女 )・ …伝道センター委員会
'2参 饗(本 )・

・・時津こどと銀育轟聖書研究
・21器 (本 )・

・・′Fl幡町保育饉誕生議会,聖書研究
。22遇 (金 )・

・・鎮西学院高等学校授業
323羅

(■1)… 長崎地X委員会

報     告

ヅ髪腎警筐袢ギ末会のふり返りを行つた。
緩要を教会報等に掲載する。
レ臨時教会総会 (3/1G)の準備を行った。次
年度の宣教方針や計画、次年度予算案を策
定した。
>次年度の世界祈祷日は当教会となる。役
員会からの担当者として西員弓さん朝長佳
子さんを選任した。
)長崎地区総会 (3/1714:30～ 大村教会)

の信徒議員として、森富美さんを選轟した。
>電話を光接続に変更し、ホームページの

尾1新 とプロバイダ変更を行 う。

③互動献金、隠退教師献金につレきて
2月 末日をもって今年度分をしめて、送金
をいたします。ご協力お願いいたします。

※20ζ 3年度累計 i101,362誕

一手
上早
４

を

８

，

鍮
蒸
界
１
７

登
／キ
世
書

ｌ

全
音
２

え
福

‥

と
イ
歌

周
た
夕
美

４キ

マ
護

今 週 定予の

iU:30ハV

l～19節
金



2攀鶴等璽濯10羹礼諄畿藪蔓甕「新しい安息を』ル農轟:1～騨

讃美歌 2奪0番 F曜 り出る姿てヽ 鐘、“Lord Of
ihe dottce"と も`うメロディー:〔、シドニー・

寿一ターさんが 196ま 年に歌詞をつけ、これが
訳されて『讚美歌 21』 :こ ある。シドニーさんは
第二次大織中、隷む鋳兵役拒否をする人々と由
会ヽヽ、この時の経験が鍮ちの生き方に大きく影
響したとも言われている。主イエスと共にあっ
て命生きる人々の喜びを大切 :〔 思う気持ち寿ヽ
この讀美歌にも現れていると思う。自由と愛を
もって、人々命間で歩んだイエスを講えている
からである。

自藝と愛がおびやかされることがある。i奪43

年の戦時中、長崎崎陽教会が解散させられた。
文部省から解散命令書が届いた。そ鍛理由は、
天皇:こ対する不敬とし`うものだった。キリスト
を主とし、二の二、君の君とすることは不敬だ
と。こめ教会をまホーリネスの教会だった。この

教会は自らの信仰に立って、自轟と愛をもって、
天皇を主とすることを斥け、イエスを主とした
鈴である。こうした背景を持つ圏本基督教圏:よ、
2月 ii曇 を「億教Φ自幾を守る彗」とした。
私 :ま こ命譲美歌を歌う時、人|よ主が愛じたそ

の命を喜びをもって生きることへこ擦かれて
ヽ`るよう:〔 思う。
今藝の聖書は、主イエスが安息碧:こ新しいせ

界を造 il出すようなことをしたことうヽ 伝えら
れていると思う。ファリサイ派の人々に否定さ
れたとしてもである。手の萎えた人が会堂にい
る人々の真ん中に立って癒されて、その人の新
し■議が建 まったのだから.喜ばしヽ こヽとだっ
た:〔 違いない。それは踊り曲る:よ どのものだっ
たはずだ。捜徒言行録 3章できま、主イエスの基
によってなされた癒しによって、まさに轟りな
がら神を賛美している様子が描かれてt｀ る。

ファリサイ派の人たちの批暑 :よ、イエスが安
息日にはしてはなら犠いことをしたというも
鍛だ。
今、イエス:ま まったく新しい事をなしている。

そして律法の範籐羹:こ 収まらない。しかし律法
の精神や本筋を反教にしている鍮ではなヽヽ。な
ぜなら、今が生かされる喜びをあらわにしてヽヽ
るからである。
そして、イエスは安息藝の主な鍮である。そ

れ:ま、イエスを神の子と見ることが誉ければ、
当時鍛ユダヤ社会では決して分からないこと
だった。でも、イエス:ま安息国の主なのでるる。
イエス:よ安息暴を新し等ヽものにした。いや、新
しヽ`ともヽうよりは<本来0も参>に した≧言
って良・ヽ。
安息墨:こ ついて語る理壼記 2::-3を 見ると、

稽があらゆる命を産みだしたことが語 られる。
そして、安息曇がある鋳:よ、あなた豪身、そし
て轟らゆる命が存在することを喜レ:凝壽だ。

また安息昌,ま、人が
'主

:〔 よって議わ義 こ

と」と強Чヽつ奪時ヾりがある。購うとは経済鈎な
躍語で「買をヽ戻す」「取り戻す」を意味する。十
戒 (出エジプト20:8-11)を見ると、かつて奴
隷だった民力ヽ 本当iま神に愛された者として贖
われたことを喜υぶのが安息曇だと分かる。命を
といもどす喜び、本当の自分を取り晨す喜び寿ヽ
この安息国にはある。

輸 ○してはいけない日」ではなく、あなた
:ま神の愛のゆえに生まれた。生かされて来た。
そして今がある。そ命今と命そのものを喜、Stた
めに、安息日がある。あるいは、かつて夫われ
た命の尊厳、それを取り戻すのである。

この安息日をめぐる論争 :ま、もはやイエスに
おいては、かつての民族宗教的な状態は越えら
れていく。律法理解では収まらなヽヽ。神の子:ま

現に生きており、生きて人々をさらに生かそう
とするからだ。それは、ルカ福音書が今後も示
していくように、民族の頭ヽ`を超えて行く。
また、この安息鋼をめぐる話ξま、キリストの

復活ともつながってひるだろう。主イエス戴手
の萎えた人に対 してこのように百っている。
「立って、真ん中に出なさヽヽ」(3節 )。

「立つ」とは、重要な言葉である。「立ち上が
る」という言葉と機まって、それは復活を示す
言葉として選いられる。復活は、罪や死から立
ち上滲ヾることを得させるものである。罪ある弟
子たちも、復活命主イエスによって赦され、生

気を取り晨し、そして新たに立ち上がって宣教
の雄 へと送り出されて行くからである。
安息日|ま、神の前に命が尊ばれ 生気を取ザ

戻し、また立ち上がって行く曰である。それつ
た、書からキ :リ ス トは、主イエスが復活された
轟罐藝:こ集うよう:こ なった。この日を「主の曇」
F主籟」と言う。
ルカ福音書うヾ示す復活の記事に:ま こめよ→

径ものがある。「イエスご自身もヾ復 らの真んや
:こ立ち、『あなたがたに手わ浄ヾあるように』と

言われたち(ル寿 24:36)。

今回、手の萎えた人は、「立って、真ん中に立
ちなさ1ヽ」と言われている。キリストが復活さ
れた時の状況と、今回の箇所と:ま無鑢係ではな
もヽだろう。両方鍛記述を想い起すことができる
ようなこル寿:ま伝えているだろう。
安息轟を通して、また主鍛業を通して、人が

“立ち上がって行く"こ とこそ、神織本意であ
ると分かる。自ら翁命が与えられている事、一

人一人に尊もヽ今が与えられて・ヽることを、これ
を主の魂福め的に受け上鋳、感議与立ち上がっ
て行くこと、主イエス:ま これをおから顧ってしヽ

る。
私たち:よ、この主イエスの想 tヽの中えに、こ

の主イエスの命滋 れヾたこと命ゆえに、立つ。
なぜなら、私たちの主:ま確でもなモヽこ鍮イエス
で1ちず島る.
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